
（仮称）西東京市空き家バンクの運用イメージ（案）

【令和４年２月25日現在】

　　<①～⑤：空き家等の所有者等の利用の流れ>　　　　　　　　　　                 　　　<❶～❸：空き家等の利活用希望者の利用の流れ>

③ 物件調査等

依頼・報告

○空き家等の

所有者等

西東京市

⑤ 空き家等物件

情報の登録

❸ 利活用希望者

情報の登録

●空き家等の

利活用希望者

① 調査・募集

② 登録申請

❶ 情報提供

❷ 利用登録

➃ 物件調査

把握済み空き家等

の所有者等へ調査、

市報・市ＨＰ等で、

空き家等を売りた

い方・貸したい方

を募集

市ホームページ上

で、空き家バンク

の登録情報を公開

し、物件の内見・

購入・借入れの際

は、要利用登録

◆東京都宅地建物取引業協会北多摩支部

◆全日本不動産協会東京都本部多摩北支部

（アキヤラボ）

◆空家・空地管理センター

★先行自治体では市報等で募集しても登録住戸が集まらないことが課題

☞本市では、空き家実態調査(H29)等により入手した空き家等データベース

の登録情報を基に、所有者等にダイレクトに利活用の働きかけを実施

★先行自治体では、１団体(宅地建物取引業協会)とのみ協定締結

☞本市では、既に他自治体や独自で空き家等の利活用の取組を行っている

複数団体と協定を締結し、様々なノウハウを活用した仕組みを構築するこ

とで、空き家等の所有者等と利活用希望者のマッチング率向上を図る

協定

・

情報共有

交 渉 ・ 契約

（空き家バンクの登録情報を基に、条件が合致するものをマッチング）

資 料 ５


